
地震防災マニュアル 
安全教育部会 

 

◇児童の保護者への引き渡し 

 ・児童が学校にいるときに、地震が発生し、帰宅が困難な場合は、学校で待機・保護し、保護者等

からの迎えにより引き渡す。 

 

安中市に震度５弱以上の地震発生 

↓ 

校内・外の被害状況の把握、校区の情況把握 

↓ 

下校等の判断 

↓          ↓ 

【帰宅】 

○余震や道路状況に気を付け、集団 

下校をする。 

○教職員が引率する。 

 【学校で待機・保護】 

①緊急メールが使用できる場合は、「学校待

機・保護」の送信をする。 

②家庭に引き渡せるまで、学校で保護する。 

③災害時伝言ダイヤル１７１の利用 

 ※保護者不在の児童へは慎重な対応 
 

 

 

【引き渡し方法】 

①電話やメールが使用出来ないことが予想されます。家庭のラジオやカーラジオなどで地震情報を

聴いていただき、安中市の震度が５弱以上の場合は、学校にお越しください。 

②児童が下校時刻を過ぎても帰って来ない場合は、まず、近所の方と連絡を取り合って、下校して

いないことを確認の上、学校にお越しください。 

③事前に登録してくださいました、「個人調査票」に記載された方に、本人確認をさせていただい

た上で引き渡しをします。 

 

【登校前に大きな地震が発生した場合】 

○教育委員会の通知により、震度５弱以上の地震で学校は、休校となりますが、震度が確認できな

かったり、震度５弱以下であったりしても、通学路や近隣の被害状況等により、保護者の方が、

通学の安全が確保できないと判断された場合は、児童を自宅に待機させてください。 

 

【登下校中に大きな地震が発生した場合】 

○原則として、地震が収まるまで近くの安全な場所で待機し、その後、自宅か学校のより近い方に

避難します。ご家庭で、“避難”の分岐点について、話し合っておいてください。  


